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(57)【要約】
【課題】周辺環境に対応して視認性を向上させることが
できるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方
法を提供する。
【解決手段】本発明による有機電界発光表示装置は、走
査線及びデータ線に連結された多数の画素を含む画素部
と、前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前
記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、外
光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して少
なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選
択信号を生成し、前記選択信号に対応して入力映像デー
タ又は前記入力映像データを変更した変更データを格納
するデータ変換部とを備え、前記データ駆動部は前記デ
ータ変換部に格納された前記入力映像データ又は前記変
更データに対応して前記データ信号を生成する 。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線及びデータ線に連結された多数の画素を含む画素部と、
　前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、
　前記データ線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、
　外光の強度に対応する光感知信号を生成する光センサと、
　前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して少なくとも３つのモードのうちの
何れか１つを選択する選択信号を生成し、前記選択信号に対応して入力映像データ又は前
記入力映像データを変更した変更データを格納するデータ変換部とを備え、
　前記データ駆動部は前記データ変換部に格納された前記入力映像データ又は前記変更デ
ータに対応して前記データ信号を生成することを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記データ変換部は、
　前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して少なくとも３つのモードのうちの
何れか１つを選択する選択信号を出力する比較部と、
　前記選択信号に対応して前記入力映像データを変更するか否かを決定する制御部と、
　前記制御部から転送される前記入力映像データに対応して画素彩度データを生成する第
１演算部と、
　前記画素彩度データと前記選択信号に対応して変更データを抽出する第２演算部と、
　前記制御部から転送される前記入力映像データ、又は前記第２演算部から供給される前
記変更データを格納するメモリとを含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当する選択信号が供
給されれば、前記入力映像データを前記メモリに格納することを特徴とする請求項２に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当する選択信号が供
給される場合を除いた場合には、前記入力映像データを前記第１演算部に転送し、前記選
択信号を前記第２演算部に転送することを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示
装置。
【請求項５】
　前記第１演算部により参照される彩度変更マトリクスが更に含まれたことを特徴とする
請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第１演算部は、前記入力映像データに含まれた副画素別入力データと前記彩度変更
マトリクスを演算して副画素別目標彩度データを算出し、それを用いて前記画素彩度デー
タを生成することを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第２演算部により参照され、第１彩度及び輝度ルックアップテーブルと、第２彩度
及び輝度ルックアップテーブルを含む基準ルックアップテーブル部が更に含まれたことを
特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記第２演算部は、前記画素彩度データと前記選択信号に対応して前記第１彩度及び輝
度ルックアップテーブルと第２彩度及び輝度ルックアップテーブルのうちの何れか１つを
選択し、選択されたルックアップテーブルから前記変更データを抽出することを特徴とす
る請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記第２演算部は、前記基準ルックアップテーブル部に格納されない前記画素彩度デー
タが入力されれば、前記基準ルックアップテーブル部に格納された値のうち前記画素彩度
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データと隣接する２つの値の間を線形補間して前記変更データを抽出することを特徴とす
る請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　外光の強度に対応して少なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選択信号
を生成する段階と、
　前記選択信号に対応して入力映像データを変更するか否かを決定する段階と、
　前記入力映像データの変更が決定されれば、前記選択信号に対応して前記入力映像デー
タの彩度及び輝度のうち少なくとも1つを変更した変更データを抽出する段階と、
　前記変更データを格納する段階と、
　前記変更データに対応してデータ信号を生成する段階とを含むことを特徴とする有機電
界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当するモードを選択する選択信号を
除いた残りの選択信号は、前記入力映像データが変更されるように設定されることを特徴
とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記変更データを抽出する段階は、
　前記入力映像データから画素彩度データを生成する段階と、
　前記画素彩度データと前記選択信号に対応して基準ルックアップテーブル部から変更デ
ータを抽出する段階とを含むことを特徴とする請求項１１に記載の有機電界発光表示装置
の駆動方法。
【請求項１３】
　前記画素彩度データを生成する段階は、
　前記入力映像データと彩度変更マトリクスを演算して副画素別目標彩度データを算出す
る段階と、
　前記副画素別目標彩度データに対応する前記画素彩度データを生成する段階であること
を特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記基準ルックアップテーブル部に格納されない前記画素彩度データが入力されれば、
前記基準ルックアップテーブル部に格納された値のうち前記画素彩度データと隣接する２
つの値の間を線形補間して前記変更データを抽出することを特徴とする請求項１２に記載
の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当するモードを選択する選択信号は
、前記入力映像データが変更されないように設定されることを特徴とする請求項１０に記
載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　前記入力映像データを格納し、それに対応するデータ信号を生成する段階を更に含むこ
とを特徴とする請求項１５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に周辺環境に対応して視
認性を向上させることができるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管と比較して重さが軽く、且つ、体積の小さな各種平板表示装置(Ｆｌａ
ｔ Ｐａｎｅｌ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ)が開発されており、特に有機化合物を発光
材料として用いて輝度及び色純度に優れた有機電界発光表示装置(Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇ
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ｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏｄｅｓ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｄｅｖｉｃｅ)が注目されている
。
【０００３】
　このような有機電界発光表示装置は、軽薄で、且つ、低電力でも駆動が可能であること
から、携帯用表示装置などに有用に用いられると期待されている。
【０００４】
　但し、携帯用表示装置は多様な環境に露出される特性を有するので、携帯用表示装置で
表示される映像は周囲の照度などの周辺環境により、その視認性が異なり得る。特に、映
像の明るさよりも周囲の照度の方が明るい太陽光の下では携帯用表示装置で表示される映
像の視認性が急激に低下し得る。
【０００５】
　そのため、周辺環境に対応して視認性を向上させることができるようにした携帯用表示
装置、特に、有機電界発光表示装置の開発が要求されている。
【特許文献１】米国公開特許２００５／００８７６７１ Ａ１号
【特許文献２】韓国公開特許１０－２００５－００１１２９７号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、周辺環境に対応して
視認性を向上させることができるようにした有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の第１の側面は、走査線及びデータ線に連結された
多数の画素を含む画素部と、前記走査線に走査信号を供給する走査駆動部と、前記データ
線にデータ信号を供給するデータ駆動部と、外光の強度に対応する光感知信号を生成する
光センサと、前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較して少なくとも３つのモー
ドのうちの何れか１つを選択する選択信号を生成し、前記選択信号に対応して入力映像デ
ータ又は前記入力映像データを変更した変更データを格納するデータ変換部とを備え、前
記データ駆動部は前記データ変換部に格納された前記入力映像データ又は前記変更データ
に対応して前記データ信号を生成する有機電界発光表示装置を提供する。
【０００８】
　好ましくは、前記データ変換部は、前記光感知信号と予め設定された基準値とを比較し
て少なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選択信号を出力する比較部と、
前記選択信号に対応して前記入力映像データを変更するか否かを決定する制御部と、前記
制御部から転送される前記入力映像データに対応して画素彩度データを生成する第１演算
部と、前記画素彩度データと前記選択信号に対応して変更データを抽出する第２演算部と
、前記制御部から転送される前記入力映像データ、又は前記第２演算部から供給される前
記変更データを格納するメモリとを含む。前記制御部は、前記選択信号のうち外光の強度
が最も弱い場合に該当する選択信号が供給されれば、前記入力映像データを前記メモリに
格納する。前記制御部は、前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当する選択
信号が供給される場合を除いた場合には、前記入力映像データを前記第１演算部に転送し
、前記選択信号を前記第２演算部に転送する。前記第１演算部により参照される彩度変更
マトリクスが更に含まれる。前記第１演算部は前記入力映像データに含まれた副画素別入
力データと前記彩度変更マトリクスを演算して副画素別目標彩度データを算出し、それを
用いて前記画素彩度データを生成する。前記第２演算部により参照され、第１彩度及び輝
度ルックアップテーブルと、第２彩度及び輝度ルックアップテーブルを含む基準ルックア
ップテーブル部が更に含まれる。前記第２演算部は前記画素彩度データと前記選択信号に
対応して前記第１彩度及び輝度ルックアップテーブルと第２彩度及び輝度ルックアップテ
ーブルのうちの何れか1つを選択し、選択されたルックアップテーブルから前記変更デー
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タを抽出する。前記第２演算部は前記基準ルックアップテーブル部に格納されない前記画
素彩度データが入力されれば、前記基準ルックアップテーブル部に格納された値のうち前
記画素彩度データと隣接する２つの値の間を線形補間して前記変更データを抽出する。
【０００９】
　本発明の第２の側面は、外光の強度に対応して少なくとも３つのモードのうちの何れか
１つを選択する選択信号を生成する段階と、前記選択信号に対応して入力映像データを変
更するか否かを決定する段階と、前記入力映像データの変更が決定されれば、前記選択信
号に対応して前記入力映像データの彩度及び輝度のうち少なくとも1つを変更した変更デ
ータを抽出する段階と、前記変更データを格納する段階と、前記変更データに対応してデ
ータ信号を生成する段階とを含む有機電界発光表示装置の駆動方法を提供する。
【００１０】
　好ましくは、前記選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当するモードを選択す
る選択信号を除いた残りの選択信号は、前記入力映像データが変更されるように設定され
る。前記変更データを抽出する段階は、前記入力映像データから画素彩度データを生成す
る段階と、前記画素彩度データと前記選択信号に対応して基準ルックアップテーブル部か
ら変更データを抽出する段階とを含む。前記画素彩度データを生成する段階は、前記入力
映像データと彩度変更マトリクスを演算して副画素別目標彩度データを算出する段階と、
前記副画素別目標彩度データに対応する前記画素彩度データを生成する段階である。前記
基準ルックアップテーブル部に格納されない前記画素彩度データが入力されれば、前記基
準ルックアップテーブル部に格納された値のうち前記画素彩度データと隣接する２つの値
の間を線形補間して前記変更データを抽出する。前記選択信号のうち外光の強度が最も弱
い場合に該当するモードを選択する選択信号は、前記入力映像データが変更されないよう
に設定される。前記入力映像データを格納し、それに対応するデータ信号を生成する段階
を更に含む。
【発明の効果】
【００１１】
　上述したように、本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、外光
の強度のような周辺環境に対応して入力映像データを変更することで、視認性を向上させ
ることができる。
【００１２】
　特に、所定照度以上の外光に露出される場合、入力映像データの彩度などを増加させた
変更データを生成し、それに対応する映像を表示することで、強い太陽光の下でも視認性
を向上させることができる。
【００１３】
　また、変更データを生成するとき、光感知信号に対応して入力映像データを変更するよ
うに制御する少なくとも２つのモードのうちの何れかを選択して変更データを生成するこ
とで、外光の強度に、より多様に対応することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の属する技術分野において通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好適な実施形態について、添付する図１～図４を参照して、詳細に説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【００１６】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、画素部１００、
走査駆動部２００、データ駆動部３００、データ変換部４００、及び光センサ５００を含
む。
【００１７】
　画素部１００は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線ＥＭ１～ＥＭｎ、及びデータ線Ｄ１～
Ｄｍに連結された多数の画素１１０を含む。ここで、１つの画素１１０はそれぞれ有機発
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光ダイオードを備え、互いに異なる色の光を放出する少なくとも２つの副画素から構成さ
れ得る。
【００１８】
　このような画素部１００は、外部から供給される第１電源ＥＬＶｄｄ及び第２電源ＥＬ
Ｖｓｓと、走査駆動部２００から供給される走査信号及び発光制御信号と、データ駆動部
３００から供給されるデータ信号に対応して映像を表示する。
【００１９】
　走査駆動部２００は、走査信号及び発光制御信号を生成する。走査駆動部２００で生成
された走査信号はそれぞれの走査線Ｓ～Ｓｎに順次供給され、発光制御信号はそれぞれの
発光制御線ＥＭ１～ＥＭｎに順次供給される。
【００２０】
　データ駆動部３００は、データ変換部４００から映像データ(Ｒ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａ又
は、ＲＧＢ Ｄａｔａ)の入力を受けて、それに対応するデータ信号を生成する。データ駆
動部３００で生成されたデータ信号は走査信号と同期されるようにデータ線Ｄ１～Ｄｍに
供給されて各画素１１０に伝達される。
【００２１】
　データ変換部４００は、光センサ５００から入力される光感知信号Ｓｓｅｎｓと予め設
定された基準値とを比較して少なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選択
信号を生成する。このようなデータ変換部４００は選択信号に対応して入力映像データＲ
ＧＢ Ｄａｔａ、又は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更した変更データＲ’Ｇ’Ｂ’
Ｄａｔａを格納する。
【００２２】
　より具体的には、データ変換部４００は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａの変更が不要
な場合、例えば選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当する選択信号が供給され
る場合、自分に供給された入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを格納する。
【００２３】
　そして、それ以外の場合、即ち、選択信号のうち外光の強度が最も弱い場合に該当する
選択信号が供給される場合を除いた場合、データ変換部４００は入力映像データＲＧＢ 
Ｄａｔａの変更を決定し、入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａの輝度及び／又は彩度値を変
更した変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを生成して、それを格納する。このとき、データ
変換部４００は選択信号に対応して少なくとも２つのモードを適用し変更データＲ’Ｇ’
Ｂ’Ｄａｔａを生成する。
【００２４】
　データ変換部４００に格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａ又は入力映像データ
ＲＧＢ Ｄａｔａはデータ駆動部３００に入力される。
【００２５】
　データ変換部４００の構成及び駆動方法についてのより詳細な説明は後述する。
【００２６】
　光センサ５００は、トランジスタ又はフォトダイオードなどのような光感知素子を備え
て外光の強度を感知し、それに対応する光感知信号Ｓｓｅｎｓを生成する。光センサ５０
０で生成された光感知信号Ｓｓｅｎｓはデータ変換部４００に供給される。
【００２７】
　前述した本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置において、データ変換部４００
は強い太陽光のように所定照度以上の光に対応する光感知信号Ｓｓｅｎｓが供給される場
合、視認性の向上のために、入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更した変更データＲ’
Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを生成する。例えば、所定照度以上の光に対応する光感知信号Ｓｓｅｎ
ｓが供給される場合、データ変換部４００はそれに対応するモードを選択する選択信号を
生成する。選択信号を生成したデータ変換部４００は、選択信号に対応して入力映像デー
タＲＧＢ Ｄａｔａの彩度などを増加させた変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを生成して
視認性が向上するように制御できる。
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【００２８】
　また、変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを生成するとき、光感知信号Ｓｓｅｎｓに対応
して入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更するように制御する少なくとも２つのモード
のうちの何れかを選択して変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを生成することで、外光の強
度に、より多様に対応できる。
【００２９】
　図２は、図１に示したデータ変換部の一例を示す図である。
【００３０】
　図２を参照すれば、データ変換部４００は、比較部４１０、制御部４２０、第１演算部
４３０、彩度変更マトリクス４３５、第２演算部４４０、基準ルックアップテーブル部４
４５、及びメモリ４５０を含む。
【００３１】
　比較部４１０は、光センサ５００から供給された光感知信号Ｓｓｅｎｓと予め設定され
た基準値とを比較して少なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選択信号Ｓ
ｓｅｌを出力する。
【００３２】
　より具体的には、比較部４１０は、光感知信号Ｓｓｅｎｓの大きさに対応して予め設定
された基準値を基準として少なくとも３つのモードを設定し、それに対応する選択信号Ｓ
ｓｅｌを出力する。説明の便宜上、以下では比較部４１０が光感知信号Ｓｓｅｎｓに対応
して３つのモードを設定すると仮定する。
【００３３】
　例えば、光感知信号Ｓｓｅｎｓが予め設定された基準値のうち最小範囲に属する場合、
即ち、外光の強度が最も弱い範囲に属する場合、比較部４１０は入力映像データＲＧＢ 
Ｄａｔａを変更しないようにする第１モードに設定し、それに対応する選択信号Ｓｓｅｌ
を出力する。
【００３４】
　そして、光感知信号Ｓｓｅｎｓが予め設定された基準値のうち最大範囲に属する場合、
例えば、太陽光が直接入射される場合のように外光の強度が最も強い範囲に属する場合、
比較部４１０は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａの彩度及び／又は輝度を最大限変更する
ように制御する第３モードに設定し、それに対応する選択信号Ｓｓｅｌを出力できる。
【００３５】
　また、それ以外の場合、即ち、光感知信号Ｓｓｅｎｓが予め設定された基準値のうち最
小範囲と最大範囲との間に属する場合、例えば、太陽光が間接的に入射される場合、比較
部４１０は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａの彩度及び／又は輝度を変更するように制御
する第２モードに設定し、それに対応する選択信号Ｓｓｅｌを出力できる。このとき、第
２モードでは第３モードよりも変更値が小さくなるように設定される。
【００３６】
　このような比較部４１０から出力された選択信号Ｓｓｅｌは制御部４２０に入力される
。
【００３７】
　制御部４２０は、比較部４１０から入力された選択信号Ｓｓｅｌに対応して入力映像デ
ータＲＧＢ Ｄａｔａを変更するか否かを決定する。
【００３８】
　このような制御部４２０は、決定された入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更するか
否かに応じて、入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを第１演算部４３０に伝送するか、また
はメモリ４５０に格納する。
【００３９】
　例えば、制御部４２０は選択信号Ｓｓｅｌのうち外光の強度が最も弱い場合、即ち、第
１モードに該当する選択信号Ｓｓｅｌが供給されれば、入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａ
をメモリ４５０に格納する。
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【００４０】
　そして、それ以外の場合、即ち、第２及び第３モードに選択する選択信号Ｓｓｅｌが供
給されれば、制御部４２０は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを第１演算部４３０に伝送
する一方、自分に入力された選択信号Ｓｓｅｌを第２演算部４４０に伝送する。
【００４１】
　第１演算部４３０は彩度変更マトリクス４３５を参照して、制御部４２０から伝送され
た入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａに対応する画素彩度データＳｏｕｔを生成する。
【００４２】
　例えば、第１演算部４３０は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａに含まれたそれぞれの副
画素別入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎと彩度変更マトリクス４３５を演算して副画素
別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、それを用いて画素彩度データＳｏｕｔを生
成できる。
【００４３】
　ここで、副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓは、彩度変更マトリクス４３５を用
いて算出できる。副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出する方法については図
３Ａ～図３Ｄで後述する。
【００４４】
　画素彩度データＳｏｕｔは、副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓから算出される
ものであって、例えば副画素別目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓのうち最大値に設定さ
れるか、又は副画素別目標彩度データ値Ｒｓ、Ｇｓ、Ｂｓの最大値と最小値との差に対応
する所定の値に設定できる。
【００４５】
　このような第１演算部４３０で生成された画素彩度データＳｏｕｔは、第２演算部４４
０に供給される。
【００４６】
　第２演算部４４０は、第１演算部４３０及び制御部４２０からそれぞれ供給された画素
彩度データＳｏｕｔと選択信号Ｓｓｅｌに対応して基準ルックアップテーブル部４４５か
ら変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを抽出し、それをメモリ４５０に格納する。
【００４７】
　より具体的には、第２演算部４４０は選択信号Ｓｓｅｌに対応して基準ルックアップテ
ーブル部４４５に含まれた第１彩度及び輝度ルックアップテーブルＬＵＴと第２彩度及び
輝度ルックアップテーブルの何れか１つを選択する。
【００４８】
　そして、第２演算部４４０は、選択されたルックアップテーブルから画素彩度データＳ
ｏｕｔに対応する彩度及び輝度値を有する変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを抽出する。
【００４９】
　ここで、彩度ルックアップテーブル及び輝度ルックアップテーブルとは、それぞれ画素
彩度データＳｏｕｔに対応する彩度変更値及び輝度変更値を抽出するのに参照されるテー
ブルを意味する。
【００５０】
　このとき、第１彩度及び輝度ルックアップテーブルと第２彩度及び輝度ルックアップテ
ーブルは、同一な画素彩度データＳｏｕｔに対応して互いに異なる彩度及び／又は輝度値
を格納できる。例えば、第２モードを選択する選択信号Ｓｓｅｌにより選択された第１彩
度及び輝度ルックアップテーブルは、第３モードを選択する選択信号Ｓｓｅｌにより選択
された第２彩度及び輝度ルックアップテーブルよりもその彩度及び／又は輝度値が低く設
定され得る。
【００５１】
　一方、基準ルックアップテーブル部４４５に格納されない画素彩度データＳｏｕｔが入
力される場合、第２演算部４４０は基準ルックアップテーブル部４４５に格納された値の
うち、画素彩度データＳｏｕｔと隣接する２つの値を参照して変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄ
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ａｔａを抽出できる。例えば、第２演算部４４０は入力される画素彩度データＳｏｕｔよ
りも小さな値のうち最大値と、画素彩度データＳｏｕｔよりも大きい値のうち最小値に対
応する変更値の間を線形補間することで、変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを抽出できる
。
【００５２】
　メモリ４５０は、制御部４２０から転送される入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａ、又は
第２演算部４４０から供給される変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを格納する。メモリ４
５０に格納された入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａ、又は変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔ
ａはデータ駆動部３００に入力される。
【００５３】
　図３Ａ～図３Ｄは、図２に示した彩度変更マトリクスを用いて第１演算部から各副画素
別目標彩度データを算出する一例を示す図である。
【００５４】
　図３Ａ～図３Ｄを参照すれば、第１演算部４３０は彩度変更マトリクス４３５、Ａと入
力映像データＲＧＢ Ｄａｔａに含まれたそれぞれの副画素別入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ
、Ｂｉｎとを積演算して副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出できる。(図３
Ａ)
【００５５】
　彩度変更マトリクス４３５、Ａは、彩度の調節を決定する彩度係数ｋを用いて彩度を調
節できるようにするマトリクスであって、予め設定された彩度係数（ｓａｔｕｒａｔｉｏ
ｎ ｆａｃｔｏｒ、ｋ）の値により副画素別入力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎの値を変
換して各副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出するのに用いられる。
【００５６】
　このような彩度変更マトリクス４３５、Ａは、画素のホワイトバランスを考慮して設定
されるものであって、一般に図３Ｂに示すようなマトリクスが用いられる。(図３Ｂ)
【００５７】
　即ち、第１演算部４３０は、図３Ｂに示す彩度変更マトリクス４３５、Ａと副画素別入
力データＲｉｎ、Ｇｉｎ、Ｂｉｎとを積演算して副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂ
ｓを算出することができる。
【００５８】
　ここで、彩度係数ｋ値が１よりも大きければ彩度が増加し、１よりも小さければ彩度が
減少する。そして、彩度係数ｋ値が１であれば、彩度変更マトリクス４３５、Ａは３×３
の単位行列になるので、彩度は変更しない。(図３Ｃ)
【００５９】
　また、彩度係数ｋ値が０であれば、図３Ｄに示すように、全ての副画素別目標彩度デー
タＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓはホワイトバランスの比率と同一に設定されるので、彩度のないグレ
ー映像に変化する。(図３Ｄ)
【００６０】
　図４は、図２に示したデータ変換部の駆動方法を示す図である。以下では、図４を図２
と結び付けて図２に示したデータ変換部の駆動方法について詳細に説明する。
【００６１】
　図４を参照すれば、まず、光センサ５００から比較部４１０へ外光の強度に対応する光
感知信号Ｓｓｅｎｓが入力されれば、比較部４１０は予め設定された基準値と光感知信号
Ｓｓｅｎｓとを比較して少なくとも３つのモードのうちの何れか１つを選択する選択信号
Ｓｓｅｌを生成する。
【００６２】
　ここで、選択信号Ｓｓｅｌはデータを変更するか否か及びその程度を制御する信号であ
って、予め設定された基準値を基準として光感知信号Ｓｓｅｎｓの属する範囲を少なくと
も３つの範囲に分けてそれに対応するように設定され得る。
【００６３】
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　例えば、選択信号Ｓｓｅｌは外光の強度が最も弱い範囲に属する光感知信号Ｓｓｅｎｓ
が供給されれば第１モードを選択するように設定され、外光の強度が最も強い範囲に属す
る光感知信号Ｓｓｅｎｓが供給されれば第３モードを選択するように設定される一方、そ
れ以外の場合には、第２モードを選択するように設定できる。ここで、第１モードは入力
映像データを変更しないように設定するモードであり、第２及び第３モードは入力映像デ
ータを変更するように設定するモードである。
【００６４】
　比較部４１０で生成された選択信号Ｓｓｅｌは制御部４２０に入力される。
【００６５】
　選択信号Ｓｓｅｌの入力を受けた制御部４２０は、選択信号Ｓｓｅｌに対応して入力映
像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更するか否かを決定する。
【００６６】
　例えば、第１モードを選択する選択信号Ｓｓｅｌが制御部４２０に入力されれば、制御
部４２０は自分に供給される入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａを変更せず、データ駆動部
３００に供給する。このとき、制御部４２０により入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａはメ
モリ４５０に一時的に格納された後、データ駆動部３００に入力され得る。
【００６７】
　そして、それ以外の場合、即ち、第２又は第３モードを選択する選択信号Ｓｓｅｌが制
御部４２０に入力されれば、制御部４２０は自分に供給される入力映像データＲＧＢ Ｄ
ａｔａを第１演算部４３０に転送する一方、入力を受けた選択信号Ｓｓｅｌを第２演算部
４４０に転送する。
【００６８】
　すると、第１演算部４３０は入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａと彩度変更マトリクス４
３５を演算して副画素別目標彩度データＲｓ、Ｇｓ、Ｂｓを算出し、それに対応する画素
彩度データＳｏｕｔを生成して第２演算部４４０に供給する。
【００６９】
　その後、第２演算部４４０は選択信号Ｓｓｅｌ及び画素彩度データＳｏｕｔに対応して
、入力映像データＲＧＢ Ｄａｔａの彩度及び／又は輝度が変更された変更データＲ’Ｇ
’Ｂ’Ｄａｔａを基準ルックアップテーブル部４４５から抽出してメモリ４５０に格納す
る。
【００７０】
　より具体的には、第２演算部４４０は選択信号Ｓｓｅｌに対応して基準ルックアップテ
ーブル部４４５に格納された少なくとも２つの彩度及び輝度ルックアップテーブルのうち
のそれぞれ何れか1つを選択し、選択されたルックアップテーブルから変更データＲ’Ｇ
’Ｂ’Ｄａｔａを抽出する。
【００７１】
　このとき、第１演算部４３０から供給された画素彩度データＳｏｕｔに対応する変更デ
ータＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａが基準ルックアップテーブル部４４５に格納されていない場合
、第２演算部４４０は線形補間によって画素彩度データＳｏｕｔに対応する変更データＲ
’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａを抽出してメモリ４５０に格納する。
【００７２】
　メモリ４５０に格納された変更データＲ’Ｇ’Ｂ’Ｄａｔａは、データ駆動部３００に
入力されてデータ信号を生成するのに用いられる。
【００７３】
　 以上、この発明の実施形態について具体的に説明したが、この発明は、上述の実施形
態に限定されるものではなく、この発明の技術的思想に基づく各種の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示したデータ変換部の一例を示す図である。
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【図３Ａ】図２に示した彩度変更マトリクスを用いて第１演算部から各副画素別目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図３Ｂ】図２に示した彩度変更マトリクスを用いて第１演算部から各副画素別目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図３Ｃ】図２に示した彩度変更マトリクスを用いて第１演算部から各副画素別目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図３Ｄ】図２に示した彩度変更マトリクスを用いて第１演算部から各副画素別目標彩度
データを算出する一例を示す図である。
【図４】図２に示したデータ変換部の駆動方法を示す図である。
【符号の説明】
【００７５】
１００　　　画素部
１１０　　　画素
２００　　　走査駆動部
３００　　　データ駆動部
４００　　　データ変換部
４１０　　　比較部
４２０　　　制御部
４３０　　　第１演算部
４４０　　　第２演算部
５００　　　光センサ

【図１】 【図２】
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【図３Ｄ】

【図４】
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